
スマホにも対応

Q食事の満足度　6月に病院食アンケートを実施しました。食事
の満足度を伺った項目では、「満足」「やや満足」「普
通」を合わせて、一般治療食83%、特別治療食89%
でした。
　「改善した方が良いと思われるメニュー」につ
いての問いには、一般・特別治療食ともに、魚料
理についてのご意見（臭い、焼き魚の硬さ、小骨の
多さ等）を多くいただきました。
　一方、うれしい感想では、「家で参考にしたい」

「阪大の食事がNo.1」「季節の初物が食べられて幸
せ」などの声が寄せられました。今後、調理法や味

付けなどを改めて検討し、皆様に喜んでいただけ
る食事提供に取り組んでまいります。

　病院長のおすすめの具材、定番
のえびや変わり種のプチトマトを
サクッと食感良い天ぷらにしまし
た。旬のとうもろこしを使用した
冷たい茶碗蒸しが天ぷらを引き立
て、全体的に素材の味が楽しめる
上品な味付けに仕上げました。患
者さんたちにも好評をいただきま
した。

病院食アンケート結果
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本
院
で
は
、
前
回
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

か
ら
約
５
年
が
過
ぎ
、
災
害
時

も
含
め
て
多
く
の
患
者
さ
ん
が

利
用
さ
れ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
た
び
、

Ｈ
Ｐ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
全

体
を
よ
り
見
や
す
く
リ
・
デ
ザ

イ
ン
す
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ホ

へ
の
対
応
を
実
施
し
、
７
月
末

よ
り
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。　

　

写
真
㊤
が
パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧

し
た
状
態
で
す
。
今
ま
で
は
、

ス
マ
ホ
で
閲
覧
し
て
も
、
パ
ソ

　心臓血管外科は、医学部を目指
す高校生を対象に「早期医療体験プ
ログラム」を実施しました。３年目
となる今年は、高校生14名を夏休
みの５日間に受け入れました。同
プログラムの最大の特徴は、実際
の手術現場を見学できることです。
手術着に着替えた高校生たちは、
「補助人工心臓埋め込み手術」「大
動脈瘤

りゅう

手術」など、生死に関わる
手術を間近で見学しました。
　高校生たちは「外科医はすごい」
「これほど集中している人を見たこ
とがない」「瀕

ひ ん し

死の人をこちらの世
界へ引き戻した」と感想を漏らし
ていました。手術の見学は衝撃的
で、医師になる覚悟を新たにする
生徒がいる一方で、人命を預かる
重責に自分は耐えられるだろうか
と自問する参加者もいました。
　心臓移植を待つ患者さんや補助
人工心臓をつけた患者さんとの交
流及びディスカッションも行われ、
治療を待つ人に希望を与える医療
の大切さを学びました。また、iPS
細胞由来の心筋シート研究現場の
見学もして、臨床を支える基礎研
究の大切さも学びました。
　参加者の一人は「医師になる確
かな勇気と希望をもらった」と話
しており、医師を目指す高校生た
ちにとって、充実した夏休みとな
ったことは間違いないようです。

コ
ン
で
閲
覧
す
る
時
と
同
じ
画

面
が
小
さ
く
な
っ
て
表
示
さ
れ

る
た
め
、
文
字
が
小
さ
く
読
み

づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
写
真
㊨
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
情
報
内
容

は
パ
ソ
コ
ン
閲
覧
時
の
ま
ま
、

ス
マ
ホ
の
画
面
サ
イ
ズ
に
ピ
ッ

タ
リ
の
状
態
で
、文
字
も
大
き
く

ス
ト
レ
ス
な
く
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
新
し
く
な
っ

た
本
院
Ｈ
Ｐ
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◀こちらのＱＲコー
ドからお手元のスマ
ホでご覧ください！

スマホで

パソコンで

㊤広いスペースを確保して、
新たに増設したハイブリッ
ド手術室。高性能の心臓血
管用超音波画像診断装置も
備えている㊥最新の血管撮
影装置㊦左端の「３」と記さ
れた扉が新３番手術室。右
に明るい色調の手洗いスペー
スが見える

上

中

下

安
全
で
体
に
負
担
少
な
く

　

本
院
は
最
新
の
血
管
撮
影
装
置

を
備
え
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術

室
」
を
新
た
に
増
設
し
て
、
10
月

の
第
２
週
目
か
ら
利
用
を
始
め
ま

し
た
。

　

近
年
の
高
度
化
す
る
手
術
に
対

応
す
る
た
め
に
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

手
術
室
や
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
装

備
し
た
手
術
室
な
ど
、
高
機
能
手

術
室
が
誕
生
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
院
手
術
部
で
は
、
平
成
21
年

４
月
に
７
番
手
術
室
を
改
修
し
て

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
設
置
し

ま
し
た
。
粉ふ

ん
じ
ん塵
の
少
な
い
清
潔
な

手
術
室
環
境
に
お
い
て
、
当
時
急

速
に
対
応
の
幅
が
広
が
っ
た
大
血

管
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
手
術
や
、

カ
テ
ー
テ
ル
を
使
用
し
た
心
大
血

管
手
術
の
将
来
性
を
見
越
し
て
の

改
修
で
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
心
臓
血
管
外
科
が
、

年
間
約
３
０
０
件
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

手
術
室
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
わ

が
国
の
経
カ
テ
ー
テ
ル
的
大
動
脈

弁
留
置
術（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）の
指
導
的

立
場
を
確
立
し
ま
し
た
。
最
近
で

は
、
循
環
器
内
科
も
正
規
の
手
術

室
使
用
科
と
し
て
活
用
し
て
お

り
、
経け

い

ひ

て

き

皮
的
僧そ

う
ぼ
う帽
弁べ

ん
け
い形

成せ
い
じ
ゅ
つ術

（MitraClip

）な
ど
の
先
進
的
カ

テ
ー
テ
ル
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
年
を
経
過
し
て
、
今
や
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
は
装
置
の
故
障

等
で
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
な
い
必
須
の
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
今
後
の
カ
テ
ー

テ
ル
手
術
治
療
の
発
展
の
た
め
に

は
、
更
に
高
機
能
な
装
置
を
充
分

な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
設
置
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
、
従
来
の
２
番
・

３
番
手
術
室
と
手
洗
い
ス
ペ
ー
ス

を
改
装
し
て
大
き
な
新
３
番
手
術

室
を
設
置
し
て
、
最
新
の
血
管
撮

影
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。
元
の

器
材
庫
は
明
る
い
色
調
の
手
洗
い

ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
よ

り
高
画
質
で
低
レ
ン
ト
ゲ
ン
被
曝

と
な
り
、
高
性
能
の
心
臓
血
管
用

超
音
波
画
像
診
断
装
置
も
有
機
的

に
併
用
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

に
も
職
員
に
も
安
全
で
、
高
度
で

体
に
負
担
の
少
な
い
「
低
侵
襲
性

治
療
」
を
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と

に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

現場の重責学ぶ
高校生早期医療体験プログラム

最
新
の
血
管
撮
影
装
置
導
入

本
院
Ｈ
Ｐ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

●外科系科診療部門長 ●IVRセンター長

土
ど き

岐 祐
ゆういちろう

一郎 東
ひがしはら

原 大
ひ ろ き

樹上

下

　このたび奥山宏臣教授の後任として外科系科診療部門長
を拝命しました。外科系科診療部門は消化器外科Ⅰ、Ⅱ、
心臓血管外科、乳腺内分泌外科、呼吸器外科、小児外科及
び病理診断科から構成されています。心臓大血管やがん、
小児など幅広い疾患に対して外科医の技術で治していくこ
とを基本にしています。更に近年では、内視鏡手術、ロボ
ット支援手術、カテーテル手術と新しい技術がどんどん外
科の世界に入ってきています。大学病院として最先端かつ
高度な手術を安全に患者さんに提供することをモットーと
して診療に邁進してまいります。

（令和元年8月26日就任）

　令和元年7月1日付で、IVRセンターのセンター長を拝命し
ました。IVRセンターでは、画像診断に精通したIVR専門医
師・放射線技師・看護師らがチームとなり、血管造影・超音
波・CTなどの画像誘導下に経皮的手技を行うInterventional 
Radiology（IVR）を行っています。主にカテーテルを用いた
血管系IVR・経皮的穿

せ ん し

刺下に行う非血管系IVRの処置を、小
児から高齢者まで全身多岐にわたる疾患を対象とし、あら
ゆる診療科と連携を取り、より低侵襲な診療を行えるよう
に心掛けております。また、夜間・休日にも24時間365日
の緊急オンコール対応を行い、本院の診療に貢献したいと
考えております。　　　　　　　　（令和元年7月1日就任）

新

診
療
部
門
長
等

介
紹

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
増
設

1 2019年10月25日 Osaka University Hospital News No.76

住所／〒565-0871大阪府吹田市山田丘2-15
TEL／06-6879-5021

（この紙面は再生紙を使っています）禁転載

発行／大阪大学医学部附属病院広報委員会（総務課） 

http://www.hosp.med.osaka-u.ac.jp

No. 号

2019（令和元）年10月25日発行

76



　７月27日、本院にて第１回阪大病院ＮＩＣＵ（新生
児集中治療室）同窓会が開催されました。ＮＩＣＵの
“卒業生”とご家族合わせて100名以上が参加されま
した。第１部は写真を使った自己紹介、医師・看護師
の近況報告をしました。第２部のグループトークで
は、それぞれの思いを分かち合ったり、いろいろな情
報を交換したり、パパグループが作られたりして楽し
い３時間となりました。世話人となった卒業生のご家
族、ボランティアの医師・看護師の皆さまに感謝しま
す。事後アンケートは次回の開催を望む声が多く、全
体の満足度は４.６点（５点満点）と高評価でした。次
回開催については、小児科外来にて案内させていただ
きます。ご興味のある皆様はぜひご参加ください。

病院見学会報告

除染とヘリ搬送を訓練

　主要20カ国・地域首脳会
議（G20サミット）開催を控
えた５月15日、テロ対策と
して、職員が除染テントを
設営し、医師や看護師が防
護服を着用して模擬患者を
除染する訓練を実施しまし
た＝写真左。
　また、１週間後の22日に
は、重量制限等の関係から
屋上ヘリポートを利用でき

ない場合に備えて、本学吹
田キャンパスのグラウンド
にヘリコプターを着陸させ
＝同右、模擬患者をグラウ
ンドから救急車で搬送し、
本院内で高度救命救急セン
ターから手術室へ移送する
という訓練を実施しました。
　いずれの訓練も本番さな
がらの緊張感の中で、滞りな
く終えることができました。

　

形
成
外
科
は
、
身
体
に
生
じ
た
組
織
の
異
常
や
変

形
、
欠
損
、
傷
痕
な
ど
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
や
特

殊
技
術
を
駆
使
し
て
機
能
を
回
復
さ
せ
、
可
能
な
限

り
正
常
に
、
よ
り
美
し
く
修
復
し
ま
す
。

　

治
療
の
対
象
と
な
る
の
は
、
先
天
性
で
は
、

唇し
ん
れ
つ
こ
う
が
い
れ
つ

裂
口
蓋
裂
、
眼が

ん
け
ん瞼

下
垂
症
、
小

し
ょ
う
じ
し
ょ
う

耳
症
、
血
管
腫
・

血
管
奇
形
（
動
静
脈
奇
形
な
ど
）
と
い
っ
た
身
体
の
表

面
に
現
れ
る
形
の
異
常
や
色
調
異
常
な
ど
で
、
後
天

性
で
は
、
外
傷
、
熱
傷
、
外
傷
や
手
術
の
後
に
残
る

傷
痕
や
変
形
、
リ
ン
パ
浮
腫
、
皮
膚
腫
瘍
な
ど
で
す
。

　

が
ん
を
切
除
し
た
後
の
傷
痕
や
変
形
に
も
積
極
的

な
治
療
を
施
し
て
お
り
、
特
に
乳
が
ん
切
除
後
の
乳

房
再
建
で
は
、
西
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績
を
持

っ
て
い
ま
す
。
シ
リ
コ
ン
を
用
い
た
人
工
物
に
よ
る

再
建
も
多
く
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
よ
り
自
然
な
仕

上
が
り
を
期
待
で
き
る
自
家
組
織
(
皮
膚
や
皮
下
脂

肪
)
の
移
植
術
式
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
も
当
科
の

特
色
で
す
。
ま
た
皮
膚
の
血
管
が
異
常
に
増
え
た
り

広
が
っ
た
り
す
る
血
管
腫
・
血
管
奇
形
に
は
、
外
科

系
診
療
科
と
連
携
し
た
治
療
を
行
う
ほ
か
、
が
ん
切

除
後
の
四
肢
の
む
く
み
に
は
リ
ン
パ
浮
腫
外
来
を
設

け
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
難
し
い
と
さ
れ
る
ケ
ロ
イ

ド
治
療
は
、
傷
痕
を
専
門
に
診
る
ケ
ロ
イ
ド
・
瘢は

ん
こ
ん痕

外
来
が
放
射
線
治
療
科
と
連
携
し
て
良
好
な
成
績
を

上
げ
て
い
ま
す
。

　

当
科
が
目
標
と
し
て
い
る
の
は
、
一
人
一
人
の
患

者
さ
ん
の
症
状
に
合
わ
せ
た
、
よ
り
安
全
で
効
果
の

高
い
治
療
で
す
。
形
成
外
科
分
野
の
疾
患
は
生
命
に

直
接
関
わ
ら
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
体
表

の
異
常
は
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
に
つ
な
が
り
ま
す
。

機
能
の
回
復
に
加
え
、
外
見
も
美
し
く
修
復
す
る
こ

と
で
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）に
貢
献
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
形
成
外
科
専
門
医
な
ど
の
人
材

育
成
は
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
付
き

練
習
用
手
術
顕
微
鏡
な
ど
の
先
進
設
備
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
多
様
な
治
療
技
術
を
習
得
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
緻
密
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
制
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

　

形
成
外
科
は
新
し
い
医
療
分
野
で
す
が
、
日
々
、

技
術
が
進
ん
で
い
ま
す
。
傷
痕
や
変
形
に
関
す
る
悩

み
を
諦
め
ず
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

医
療
技
術
は
日
進
月
歩
で
進
化

し
て
お
り
、
医
療
技
術
者
に
対
し

て
も
、
よ
り
高
度
で
先
進
的
な
技

術
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
部
は
現
在
、
国
家
資
格
を
含
む

14
職
種
の
医
療
技
術
職
員
(現
在

２
５
５
名
)で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。「
検
査
部
門
」「
放
射
線
部
門
」

「
リ
ハ
ビ
リ
部
門
」「
臨
床
工
学
部

門
」
の
４
部
門
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
医
療
技
術
者
が
24
の
診
療
科

や
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
派
遣
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

各
部
門
の
技
術
者
が
効
果
的
に

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
一
元
的

な
管
理
で
適
切
な
人
員
配
置
を
行

っ
て
い
ま
す
。
一
元
管
理
を
す
る

こ
と
で
部
門
間
に
横
の
つ
な
が
り

が
生
ま
れ
ま
す
。
密
接
な
情
報
共

有
が
可
能
と
な
り
、
エ
ラ
ー
予
防

や
患
者
さ
ん
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

各
部
門
の
具
体
的
な
業
務
は
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
検
査
部
門

は
、
患
者
さ
ん
の
臨
床
検
査
デ
ー

タ
の
精
度
管
理
と
正
確
で
迅
速
な

デ
ー
タ
提
供
を
担
っ
て
い
ま
す
。

放
射
線
部
は
、
医
師
・
看
護
師
ら

と
の
チ
ー
ム
医
療
の
も
と
精
度
管

理
に
基
づ
い
た
信
頼
で
き
る
画
像

デ
ー
タ
の
提
供
と
放
射
線
治
療
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ

部
門
は
、
患
者
さ
ん
の
機
能
回
復
、

Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）・
Ｑ
Ｏ

Ｌ
向
上
を
目
指
し
て
、
電
子
カ
ル

テ
を
活
用
し
た
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー

チ
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
臨
床
工

学
部
門
は
、
人
工
呼
吸
器
や
補
助

循
環
装
置
な
ど
、
生
命
維
持
に
関

わ
る
装
置
の
操
作
や
医
療
機
器
の

信
頼
性
の
維
持
・
向
上
な
ど
に
尽

力
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
院
内
の
医
療
機
器
も
一

元
管
理
し
て
い
ま
す
。
医
師
・
看

護
師
な
ど
が
安
全
に
正
し
く
医
療

機
器
を
操
作
で
き
る
よ
う
、
新
し

い
機
器
を
導
入
し
た
際
の
安
全
使

用
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
医
療
機
器
の
取
り
扱
い
や
精

度
管
理
な
ど
に
関
す
る
意
識
向
上

に
も
注
力
し
、
機
器
の
保
守
管
理
、

安
全
使
用
の
た
め
の
情
報
提
供
も

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
疾
患

別
の
部
内
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
、

職
種
間
を
問
わ
ず
関
係
す
る
技

術
・
最
新
情
報
に
対
す
る
見
識
を

深
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
医
療
技
術
者
と
し
て
、

専
門
知
識
・
技
術
の
修
得
に
励
み
、

医
師
や
看
護
師
、
事
務
職
員
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
当
院
を
は
じ

め
、
地
域
や
日
本
の
医
療
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
と
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

 　

生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン

タ
ー
長
の
瀧
内
医
師
、
が
ん
看
護

専
門
看
護
師
の
林
看
護
師
に
「
Ａ

Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
と
妊に

ん
よ
う
せ
い

孕
性
に
つ

い
て
」、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
ノ
ー
ト

代
表
理
事
の
岸
田
氏
に
「
経
験
者

が
伝
え
た
い
が
ん
と
情
報
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

院
内
外
か
ら
患
者
、
家
族
、
医

療
者
、
総
勢
49
名
が
参
加
し
、
講

師
の
先
生
方
を
交
え
て
の
意
見
交

換
を
行
い
、
互
い
に
繋
が
り
を
深

め
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
交
流
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

　

８
月
31
日
、
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
、「
Ａ
Ｙ
Ａ
世

代
の
が
ん
患
者
さ
ん
を
支
援
す
る

講
演
会
、
交
流
会（
み
ん
な
で
考
え

よ
う　

い
ま
の
こ
と　

あ
し
た
の

は
、
医
療
の
質
・
安
全
や
組
織
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
新
し
い
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
り
、
チ
ー
ム
や
組
織

の
総
合
力
に
よ
っ
て
、
刻
々
と
変

　

第
８
回
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
ヘ
ル
ス

ケ
ア
国
際
会
議
及
び
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
、
本
院
の
中
央
ク
オ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
の
主
催

に
よ
り
、
８
月
25
日
か
ら
28
日
の

４
日
間
、
淡
路
夢
舞
台
国
際
会
議

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
11
カ
国
か
ら
１
１
１
人
の
参

加
者
が
あ
り
、
医
療
の
質
・
安
全

の
観
点
か
ら
、
患
者
さ
ん
同
士
の

サ
ポ
ー
ト
、
チ
ー
ム
医
療
、
複
雑

系
科
学
等
に
つ
い
て
、
熱
い
討
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と

化
す
る
状
況
に
対
し
て
柔
軟
に
対

応
し
、
良
い
結
果
を
得
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
で
す
。

　

会
議
後
に
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
病
院
長（
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
）、
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ロ
ス
教
授

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）、タ
ル
シ
ジ
オ
・

サ
ウ
リ
ン
教
授（
ブ
ラ
ジ
ル
）が
、

本
院
の
手
術
部
、集
中
治
療
部
、高

度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
等
を
見
学

さ
れ
、
病
院
職
員
や
大
学
院
生
に

対
し
て
講
演
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
で
の
診

療
体
制
の
強
み
、
医
療
安
全
の
取

り
組
み
、
医
学
教
育
等
に
関
す
る

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
大

変
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

第8回レジリエントヘルスケア国際会議の
参加者（中央は中島和江中央クオリティマネ
ジメント部長）

医
療
の
質
・
安
全
の
国
際
学
会
を
主
催

　 

会
議
後 

国
際
チ
ー
ム
が
本
院
訪
問

ＡＹＡ世代の患者交流

技術者と機器 一元管理適
切
な
人
員
配
置
と
情
報
提
供

　
外
見
美
し
く
気
持
ち
健
や
か
に

傷
を
修
復
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト

第
１
回 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
同
窓
会
に
１
０
０
名

「
こ
う
い
っ
た
機
会
は
少
な
い
た

め
、
定
期
的
に
開
催
し
て
ほ
し
い
」

と
の
意
見
も
数
多
く
あ
り
、
ニ
ー

ズ
の
高
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
今

後
も
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

重
点
活
動
と
し
て
、
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代

の
が
ん
患
者
さ
ん
の
支
援
を
継
続

的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

7
30

　高校生５名が病棟で看護師とと
もに患者さんとの対話や車いす介
助、血圧測定などを体験しました。

高校生1日看護師体験

秋のミニコンサート

　９月19日、恒例の阪大病
院見学会を開催しました。参
加者は公募により抽選で選ば
れた一般の方々です。集合

後、まずは広報評価係による病院の概要説明の後、感染制御
部により手洗い実習を含めた感染対策講習を受けました。
次に、臨床検査部では最新の機器を使った臨床検査の様子
を、病理部ではモニターに拡大投影したがん細胞の様子な
どを見学し、参加者の方々は興味津々で、たくさんの質問が
飛び交っていました。続いて、屋上ヘリポートにて高度救命
救急センターによる説明の後、ドクターヘリの見学を行い
ました。大阪府内でドクターヘリが配備されているのは本
院だけです。参加者の方々は、滅多に目にすることができな
いドクターヘリを前に、目を輝かせて見学されていました。
当日は初秋の好天に恵まれ、最後にはドクターヘリの前で
集合写真を撮影し、病院見学会を終了しました＝写真。

9
19

10
11

㊤︵
写
真
左
か
ら
︶南
副
部
長
︑

藤
埜
副
部
長
︑
前
田
部
長
︑
橋

田
副
部
長
︑
㊦
疾
患
別
の
部
内

研
修
会
の
様
子

大阪大学医学部合奏団による演奏の様子
上

下

形
成
外
科

医
療
技
術
部

「がんの治療と仕事の両立に
ついて」

11月19日（火）13：00～15：00

当院で治療中のがん患者さん
及びご家族

オンコロジーセンター棟５階
キャンサーボードホール

次回の予定

場 所

対象者
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